
か
じ

た

た
か

あ
き

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

梶

田

隆

章

専
攻
学
科
目

宇
宙
線
物
理
学

生

年

月

昭
和
三
四
年

三
月

略

歴

昭
和
五
六
年

三
月

埼
玉
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同

六
一
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

六
一
年

三
月

理
学
博
士

平
成

四
年

四
月

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
助
教
授

同

一
一
年

九
月

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
〇
年

四
月

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長
（
現
在
に
至
る
）

四



理
学
博
士
梶
田
隆
章
氏
の
「
大
気
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
振
動
の
発
見
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

梶
田
隆
章
氏
の
主
要
な
研
究
業
績
は
、
大
気
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
お
け
る
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
振
動
を
発
見
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
微
小
な
質
量
が

存
在
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。

大
気
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
は
宇
宙
線
と
大
気
と
の
衝
突
に
よ
り
生
じ
た
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
宇
宙
線
の
主
要
成
分
で
あ
る
陽
子
と

大
気
中
の
原
子
の
中
の
原
子
核
が
衝
突
し
、
そ
の
際
生
じ
た
パ
イ
粒
子
の
崩
壊

に
由
来
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
電

子
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
数
の
比
は
ほ
ぼ
二‥

一
に
な
る
こ
と
が
理
論
的
に
予
想

さ
れ
る
。（
こ
こ
で
は
粒
子
と
反
粒
子
は
区
別
し
な
い
。）
こ
れ
は
電
荷
を
持
つ

パ
イ
粒
子
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
ミ
ュ
ー
粒
子
と
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
崩
壊

し
、
ミ
ュ
ー
粒
子
は
さ
ら
に
電
子
、
電
子
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
に
崩
壊
す
る
た
め
で
あ
る
。

梶
田
氏
は
共
同
研
究
者
と
と
も
に
、
ま
ず
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
に
お
け
る
観
測
に

よ
り
、
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
理
論
的
予
想
に
く
ら
べ
て
著
し
く
少
な
い

こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
発
見
は
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

は
神
岡
鉱
山
の
地
下
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
か
れ
た
約
三
〇
〇
〇
ト
ン
の

水
タ
ン
ク
を
用
い
た
観
測
装
置
で
あ
り
、
荷
電
粒
子
が
水
中
を
進
む
際
に
発
生

す
る
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
光
を
測
定
す
る
。
梶
田
氏
ら
は
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
光
の
パ
タ

ー
ン
か
ら
荷
電
粒
子
が
ミ
ュ
ー
粒
子
で
あ
る
か
電
子
で
あ
る
か
を
識
別
す
る
手

法
を
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
り
タ
ン
ク
中
の
水
と
反
応
し
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
ミ

ュ
ー
型
か
電
子
型
か
を
判
別
し
た
。
そ
の
結
果
、
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と

電
子
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
数
の
比
が
理
論
値
の
約
六
〇
％
で
あ
り
、
そ
れ
が
主

と
し
て
ミ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
欠
損
に
よ
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
後
に
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
こ
の
現
象
が
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
振
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
た
解
析
を
行
い
、
振
動
の
パ
ラ
メ

ー
タ
の
範
囲
を
も
と
め
た
。

こ
れ
ら
の
結
論
は
主
と
し
て
、
反
応
の
総
数
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
梶
田
氏
ら
は
さ
ら
に
、
生
成
さ
れ
た
粒
子
の
方
向
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
の
天
頂
角
分
布
を
も
と
め
、
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
反
応
に
お
い
て
は
、
天
頂

方
向
か
ら
来
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
比
べ
て
、
地
球
の
裏
側
か
ら
飛
来
す
る
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
に
顕
著
な
欠
損
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
欠
損

の
天
頂
角
依
存
性
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
地
球
の
直
径
に
相
当
す
る
距
離
を
飛

ぶ
間
に
他
の
種
類
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
変
化
（
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
）
す
る
た

め
に
起
き
る
と
理
解
で
き
、
欠
損
が
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
に
よ
る
こ
と
を
示
す

有
力
な
証
拠
と
な
っ
た
。

二
二



こ
の
間
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
、
一
九
九
六
年

に
稼
働
を
始
め
る
と
、
梶
田
氏
ら
は
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
に
お
い
て
大
気

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
さ
ら
に
精
密
な
観
測
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
気
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
異
常
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
立
し

た
。
こ
の
結
果
は
高
山
で
開
催
さ
れ
たN

eutrino’98

国
際
会
議
に
お
い
て
梶

田
氏
よ
り
報
告
さ
れ
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
異
な
る
質
量
を
持
つ
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
の
重
ね
合
わ
せ
の
状
態
で
あ
る
場
合
に
起
き
る
現
象
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
振
動
の
発
見
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
験
的
に

証
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
質
量
は
、
従
来
の
方
法
に
よ
る
測
定
で
は
、
測
定
限
界
以

下
で
あ
る
た
め
、
質
量
が
ゼ
ロ
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
梶
田
氏

ら
の
実
験
に
よ
り
、
質
量
を
持
つ
こ
と
の
決
定
的
証
拠
が
得
ら
れ
た
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。
現
在
で
は
、
太
陽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
欠
損
も
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振

動
で
説
明
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
電
子
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
ミ
ュ

ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
タ
ウ
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
異
な
る
質
量
を
持
つ
三
種
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
重
ね
合
わ
せ
の
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

ク
ォ
ー
ク
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
場
合
の

著
し
い
特
徴
は
、
そ
の
質
量
ス
ケ
ー
ル
が
極
端
に
小
さ
い
こ
と
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
標
準
模
型
を
超
え
る
物
理
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
梶
田
氏
ら
が
発
見
し
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
質
量
を
め
ぐ
っ

て
は
、
今
後
も
新
た
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
お
よ
び
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
は
、
も
と
も
と
の
テ
ー
マ

で
あ
る
陽
子
崩
壊
に
加
え
て
、
太
陽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
大
気
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、

超
新
星
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど
多
く
の
重
要
な
実
験
課
題
を
持
つ
が
、
梶

田
氏
は
一
連
の
大
気
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
関
す
る
研
究
で
中
心
的
役
割
を
果
た

し
、
ま
た
同
時
に
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
グ
ル
ー
プ
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
グ
ル

ー
プ
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
。

梶
田
氏
は
こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
、
仁
科
記
念
賞
、
米
国
物
理
学
会
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
賞
、
戸
塚
洋
二
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
グ
ル
ー
プ
は
朝

日
賞
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ロ
ッ
シ
賞
を
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
グ
ル
ー
プ
は
朝

日
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
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